
4 県 北地方における落花生の経済性

l.背 景 と特微

県北地方において,よ、かれてから小技☆ 。省力 ・価格安定の高収益f年日選定に対す る要望

が強い。

これに対 し、暗和■2年 か らお花生の試強研究が本県でtま組織的に越み、枢手生、多収、

大泣良質品揮 (タ チマサ リ)が赳抜、増垣 され、マルチ減寿技術体系の帳立によって普及の

設博に至 ってい るぅ

落花生裁培は、従来この作物の特性か ら千共、茨城 を中心 とした関東地方が主産地であっ

たが都市化に伴い作付の成少が著 しく、技術キ新によって多取安定化 した北東北に対す る生

産拡大の要請が強い。現えに51年 l rFにぉぃて′よ100た o以上の契約殺若が見れてところで

ぁる i

以上のような笑情か ら、50年 に県北分場が実施 した現地試験 に基いた標準技術体系を栄

定して経済性を試算 した結果、かなりの有利1生が認められ′たので、その特性 を1明らかにして

普及上の参考に供 したい.

2 内   容

t〕)現 地試験 を含め 3年 間 6点 の平均収豊は 540K夕 で、越に飼料となる茎柴均 2,が 得 ら

れた。当地方の日標収監として 500拭 す篤ぷ荘でなくち最低でもS50ウ ti得られる.

(2)500犠 水準における祖収入は 50年 度庭先契約単面で均 800円 で 15万 円とな り、

所得は 106万 円、労働報酬は91600円 程度が見込れる。最低の350■ 夕でも粗坂 ぺ

]15万 円pi得 63万 円、労的報酬 う,700円 と見込れる。

0 農 家における一般評,な投下労商レ=115時 間程度であるが、 89時 間位にまで低減が 可

能と思わ才l,棒3

t4)規 湛拡大の労働上の制限四子は播韓と峨1子日軟布す■のご―クであり、 10。 当 ケ3.5人

をメする。通期 5日 間で労力 8人 とすオ1,tfⅢ 3 0・ 10日 間 として16uが 可能と算出さ

十じろfl

15)帝 市打|、収iを期の労|お々〉ぱ―クにおけあ抱(作11との域を店年で水崩特に准高機械移頼戦

常、大豆、 トマ トなどであり、秋で,す水i語、にんにく、りんご、小豆などで、この点督意

せね|ずならないぅ

( G )也作用との比岐では、4 0 0氏 ?史,す:ではt Fよ時に近い経常経済的性格が認められ、 5 0 0

や水準では1 [ 1当リカげ' 1ヽ納がとくに高いi i  i f i■あヽる。契約域者によろ安定面れ、少投省

で済みとくに流油准営か少ないこと、年十フJ t 'い i 4 1  1 i fをこなせることなどから、当地方で

のⅢ!子と作掛とi tたされ■っ
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3.普 及上の留意点

(1)営 農上他作 目1との労働競合にとくに考慮の上導入す ることっ

12}マ ルチャー、掘取抜、脱粒枚の導入 と共同利用を図ること。

13)日 点良好で乾農ぎみの土地条件を選.ぶことっ

(4)運 作を遊けること。なるべく也のマメ■作物とも連作 しないこと。

4.資 杵|の法要

第 1衣  県 北地方 (軽 米町 )に おける落花性 タチマナリの生育収量 と組収入 (1

項 日

於＼ 主革長
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からの金額
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門
ｏ０００ 日標収批 500降基準革価末つき時当 り300円

(庭 先価格 )

得 lt17.66S 10も,607

(3牟善農智香港ぅ
降X0500円、消毒済み

マルチフイルム6.500阿 、出荷用古,林袋4,400円

流動イヤ×10.30/OX%(流助貿25,7].5円)

撲協販売壬数料る.け‰

粗収入の生産殺割合 (8/A)=350%
〃 流 通費割合 (C/A)=3.00/0

生アを物 1しに要する費用 =8?問
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